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　ＨＰに老師の韓国講演の雰囲気を知って貰いたかったので写真を載せました。写真を見て頂いた方から、老師の元気なお姿を見て安心したとのコメントと共に、写真に説明があったら良いのにとのご提案を頂きました。それなら一挙に随行記も載せようと発想が広がり、書いてみました。

　先ず写真の説明です。ＨＰの「最近の活動」→「ﾄﾞｰｹﾞﾝｻﾝｶﾞの動き」で写真を立ち上げて見て下さい。写真の上にカーソルをもっていきますとクリックしなくても簡単な説明が１秒後に出ます。数字は撮影日です。写真は撮影日順には載せていません。私の説明もあちこち飛びますがお許し下さい。

今回の老師の韓国講演についてはその成り立ちから説明いたします。今回の講演をプロモーﾄされた優君佳さんが働きかけ、実現された内容は「一人でもここまでやれるのだ！」と驚いています。すみません。客観的事実を述べないで私の感想を言ってしまいました。

　優さんが母校の韓国東国大学仏教大学院に単身乗り込み、老師の教えを韓国に広めたい一念からハングル本の作成を依頼されました。本の出版で大学組織の承認を得るのは卒業生といえども並大抵ではなく、世の中そんなに甘くは無いと思います。

　ところがこの活動をきっかけにして、本の出版は勿論のこと、老師の３つの講演会（大学での２講演と韓国経営者の会合での講演）を実現させてしまったのです。

　本の原稿は老師が書かれましたが、ハングルへの翻訳は優さん自身でやられ、又、何回も現地との調整の為、現地と日本を往復されたと聞いております。その間どのような交渉を重ねられたのか、ご本人は涼しい顔をしておられますが、その調整は並大抵ではなかったと推察いたします。加えて、講演当日の通訳もご自身が担当され、更に日本→ソウル→慶州→釜山の航空券や交通機関やホテルの調整、手配までされましたので、その準備にも様々なプレッシャーがかかったと思います。

　以上は講演旅行に同行した後を振り返って気付いたことでして、これらを一人で準備していた優さんの苦労を少しも理解していなかった旅行前の私は、１１月９日に関西国際空港からソウルの老師講演開始時間までに一人で東国大学に到着せねばならず、本当に遅れないで行けるのかなと小さな胸をドキドキさせていた程度の極楽トンボでした。

　無事、大学で老師と合流できて、すぐに第一回目の大学院の講演「世界と仏道」が始まりました。会場には１２０～３０名の聴衆が入っておりました。大きな特徴はお坊さんが３０％程度を占めており、その中で尼僧の方が半分近くおられました。

仏教大学院長の老師の紹介の後に、老師の講演が始まりました。老師の第一声は「・・・・・・・ハムニダ。」更にハングルでの挨拶が続きました。

　老師がハングルで挨拶されると事前に教えて貰えていなかった私は思わず「エエ？！」、次に「ヤッタ！！」と心の中で拍手していました。会場にいる方々は私と同様に、通訳の優さんが傍にいるので老師は日本語で挨拶するのだと想像していたと思います。ハングルの挨拶が終わると会場から大きな拍手が自然発生的に起こりました。

「お見事です！！老師。」小生は又、心の中叫びました。講演会場の雰囲気が若干の緊張感とと期待感が入り混じったものから、和やかなものへとガラリと切り替わってしまっていました。

翌日、１１月１０日は８０名ほどの企業経営者の方が集ったホテルの会場での「禅と企業経営」の講演です。更に次の日、１１月１１日は慶州に移動して東国大の慶州キャンパスで「禅と現代人の生活」の講演を行われました。

＜韓国事情＞

お坊さんはお寺の経営をやっていれば勉強が疎かになる為、４年毎に別のお寺に赴任するのだそうです。韓国では臨済宗が主流で公案を使用して坐禅をやっているとのことです。

＜講義への反応＞

　韓国の人々は議論を好むと聞いていました。自己主張が強いのです。これは自分のことを相手に判って貰うために自分の意見を堂々と言いますし、行動で表します。講演が終った後の質疑応答も活発です。老師が応答されても更に質問です。質問も長いのです。老師は優さんが傍で同時通訳をやっていますので質問内容を把握されていますが離れている私は優さんの通訳が聞こえず、何か質問者と意見の対立があるかのように感ぜられました。　　

講演後老師は「あのように議論を仕掛けてくることはこちらの意見も言えるので論破すれば受け入れて貰えることが出来る。」と手応えを感じておられていました。

＜講演旅行中のエピソード＞

その１）　大学側の対応は非常に好意的で夕食の招待を学長自らがされますし、老師が著書一式と坐蒲を寄贈された返礼に、このことを記した立派なレプリカを贈呈して頂きました。

慶州では和尚さん自らが運転して世界文化遺産の石仏や仏国寺の案内をして頂きました。和尚さんが案内されますと、立ち入り禁止になっている石仏に触れることが出来る距離まで老師は入ることができました（写真参照）。小学生が課外活動で団体で来ていたのですが、和尚さんが歩いて行くとすれ違った時に合掌したり、「こんにちは（ﾊﾝｸﾞﾙで）」と声をかけてきます。和尚は子供たちの頭をなでたりしながら進んでいかれます。

又、二～三歳の子供が和尚さんを見ると親に促されたわけでもないのに、すれ違った時に小さな手を合わせて合掌した時には微笑ましさと同時に、仏教が生活の中に溶け込んでいることを実感いたしました。

その２）　ソウルから慶州へＫＴＸ（韓国の新幹線）に乗った時のことです。東大丘駅で在来線に乗り換えねばなりませんでした。乗り換えの余裕時間は１６分あったのですが、１５分遅れました。日本なら乗り継ぎを優先して在来線の電車を待たせるのですが、何と１分の余裕があるのにも係わらず既に出て行ってしまっていたのです。

これでは講演時間に間に合いません。優さんの活躍が始まりました。駅員の携帯電話を借りて先方に事情を説明。次に最も早く慶州に着く手段を駅員に聞き、高速バスが良いとのことなのでバス乗り場に行くことになりました。改札口で事情を説明していると別の駅員がこちら来てくれと駅事務所へ案内してくれました（写真参照）。そこでの話では高速バスは時間的に更に不安定なので、後に来る特急に乗って貰えるようにするからと申し出があり、コーヒーまでサービスしてくれました。老師が仏教の講演するため慶州まで行く事を知ると、担当してくれていた女子駅員は時間があれば私も聞きたかったと言いますので、優さんが作った本に老師がサインをして贈呈されたら、彼女は大感激でした（写真参照）。

その３）　慶州から釜山へは高速バスで移動しました。釜山から約２０ｋｍ離れたリゾート地の海雲台にホテルを予約しています。問題は交通手段を地下鉄にするかタクシーにするかです。優さんが高速バスの運転手に行き方を聞いていると、後ろの座席のサラリーマン風の男性がバスが到着する時刻は道が混んでいるので地下鉄の方が良いと言ってくれ、同じ方向なので案内してあげるとの有難い申し出でがありました。しかし到着寸前に荷物が多いなら高速道路を使えば良いからタクシーが良いだろうと変更しバスを降りました。

すぐにタクシー運転手が近づいて来て荷物を運ぼうとします。老師が「私はトイレにいきたいのだが。」と大きな声を出されました。私は「あれ！？老師がこんなことで大きな声を出されるのは妙だな？」と思っていると、優さんはタクシー運転手に荷物を持たれない様にしています。別の運転手が近づいてきて我々の荷物を奪い合う形になりました。

老師のトイレ行きを言い訳にして我々は地下鉄に降りました。荷物を持って先導してくれたのはバスの親切な男性です（写真参照）。私は何が起ったのか良く判らないまま付いて行ったのですが、トイレを済まして地下鉄に乗るのかと思ったら、道路の反対側の地下鉄出口に出て、そこに待っていたタクシーに乗るように勧められました。そして車体に大きく書いてある番号を記録するようにアドバイスしてくれました。

タクシーの中で優さんが何があったのか説明してくれましたが、我々の荷物を奪い合った運転手達は雲助タクシーの可能性が高く、法外な料金を請求されかねないとのこと。老師も「タクシー運転手の雰囲気が悪かったね。」と言われて、先刻ご承知の様子でした。

老師が大きな声を上げられたのでこの事を上手く処理することが出来ました。バスの親切な男性は我々が雲助タクシーに乗ったときの事を考えて、車のナンバーを記録するふりをしてタクシー運転手を牽制してくれていたそうです。

今、日本と韓国は韓流ドラマがキッカケでダイナミックに市民レベルの交流が改善されています。１１月という旅行の閑散期に航空券の手配が難しいほど日本人が韓国へ行っています。お互いの状況の理解が進めば、更に交流は深まるでしょう。

今回の講演交流をきっかけに老師の主張が韓国で認められ、仏教哲学が定着すれば、老師が常々言われている地球上に仏教哲学の普及する起爆点になる可能性が高いと感じました。当然そのためには乗り越えなければならない壁も多いでしょうが、老師のお言葉を借りますと「仏道に沿って動いていけば思わぬ成果がやって来る」現状を眼の前で見た私にとっては大きなうねりを体験させて頂いた講演旅行でした。

